
ダ
と
い
う
一
般
企
業
の
社
員
の
方
と
接
し
た

り
、
そ
の
立
ち
居
振
舞
い
を
見
る
こ
と
は
、
生

徒
の
人
間
形
成
に
お
い
て
も
貴
重
な
経
験
と

な
る
は
ず
で
す
」
と
赤
星
教
諭
は
期
待
す
る
。

今
回
は
、
校
庭
の
４
ヵ
所
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
用
の
コ
ー
ス
を
つ
く
り
、
本
田
技
研
工
業

（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ

ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
同
校
の
先
生

方
が
コ
ー
ス
の
各
所
で
、
生
徒
の
乗
り
方
を

観
察
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
（
詳

細
は
写
真
参
照
）。

指
導
を
受
け
た
２
年
生
の
生
徒
は
「
歩
行

者
の
こ
と
を
も
っ
と
考
え
て
走
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
感
じ
た
」「
自
分
で
両
手
運
転

と
片
手
運
転
を
比
較
し
て
み
て
、
片
手
運
転

の
危
険
を
実
感
で
き
た
」「
ク
ル
マ
か
ら
の

視
点
が
学
べ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を

語
っ
て
い
た
。

熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校
（
熊
本
市
）

で
も
、
同
校
の
１
、
２
年
生
２
８
９
名
を
対

象
に
し
た
交
通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
た
。

１
年
生
を
対
象
に
７
月
10
日
は
、
熊
本
西

高
校
と
同
様
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ
て
、
自

転
車
の
実
技
指
導
。
翌
11
日
は
雨
天
の
た
め
、

２
年
生
は
体
育
館
で
座
学
を
中
心
と
し
た
内

容
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う

こ
と
は
、
自
分
を
交
通
事
故
か
ら
遠
ざ
け
る

こ
と
だ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
自
転
車

安
全
利
用
五
則
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

次
に
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
に
ち
な
ん

だ
ク
イ
ズ
を
い
く
つ
か
出
題
し
、
生
徒
た
ち

に
答
え
と
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
て
い
く
。
例

え
ば
、「
自
転
車
通
行
可
の
標
識
が
あ
る
歩

道
だ
っ
た
が
、
歩
道
は
人
が
多
く
急
い
で
い

た
の
で
、
車
道
の
左
側
を
自
転
車
で
走
行
し

た
。
こ
れ
は
○
か
×
か
」。
答
え
は
○
。
答

え
た
生
徒
は
「
自
転
車
は
車
両
な
の
で
、
車

道
の
左
側
を
走
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
思
い

ま
す
」
と
理
由
を
述
べ
る
と
、
他
の
生
徒
か

ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

続
い
て
実
技
。
こ
の
日
は
雨
天
で
会
場
が

体
育
館
に
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
生
徒
の
代

表
者
が
自
転
車
を
運
転
す
る
様
子
を
、
他
の

生
徒
が
見
学
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。

５
名
の
生
徒
が
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
行

う
。「
パ
イ
ロ
ン
は
歩
行
者
だ
と
思
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
発
進
す
る
と
き
は
右
、
左
、
右

と
右
後
方
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」
と
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。
１
人
目
の
生
徒
は
両
手
で
、

２
人
目
は
片
手
で
、
３
人
目
、
４
人
目
は
傘

に
見
立
て
た
棒
を
持
っ
て
、
５
人
目
は
荷
台

に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
乗
せ
て
運
転
す
る
。

２
人
目
以
降
は
途
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

し
ま
い
、
う
ま
く
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
ル
ー
ル
を
違
反
し
た
運
転
を
す
る
と
、

危
険
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
自
身
が
危
険
な
だ
け

で
な
く
、
歩
行
者
に
対
し
て
脅
威
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
様
々
な
交
通
参

加
者
の
立
場
で
考
え
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
他
の
交
通
参
加

者
を
思
い
や
る
心
を
強
調
し
、
交
通
安
全
教

室
は
終
了
し
た
。

STREAM
交通安全教育の潮流

育
は
重
要
な
課
題
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動

に
お
い
て
も
、
自
転
車
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
推
進
モ
デ
ル
校
に
展
開
し
て
い
る
。

生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
自
転
車
通
学
と
い
う

熊
本
県
立
熊
本
西
高
等
学
校
（
熊
本
市
）
で

は
１
、
２
年
生
７
１
０
名
を
対
象
に
し
た
自

転
車
の
実
技
指
導
を
５
月
23
日
（
１
年
生
）、

24
日
（
２
年
生
）
に
実
施
し
た
。

同
校
生
徒
指
導
部
交
通
係
の
赤
星
光
教
諭

は
、「
高
校
入
学
当
初
は
生
徒
た
ち
も
緊
張

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
慎
重
に
乗
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
慣
れ
て
く
る
と
ル
ー
ル
違
反

が
目
立
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
年
５

月
に
自
転
車
の
実
技
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

こ
れ
ま
で
は
同
校
の
先
生
方
だ
け
で
指
導

し
て
い
た
が
、
今
年
は
ホ
ン
ダ
と
協
力
し
て

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
今
回
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動
は

生
徒
に
と
っ
て
効
果
が
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
、

一
緒
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
交
通
安
全
と
い
う
部
分
に
限
ら
ず
、
ホ
ン

ホ
ン
ダ
は
今
年
４
月
よ
り
熊
本
県
、
熊
本

県
警
察
本
部
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
協
力

の
も
と
、
県
内
の
推
進
モ
デ
ル
校
（
15
校
）

で
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
前
号
（
６
・
７
月
号
）
で
は
、
原

付
通
学
者
へ
の
安
全
運
転
教
育
を
取
り
上
げ

た
が
、
今
回
は
自
転
車
教
育
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
。

高
校
生
に
な
る
と
通
学
距
離
が
長
く
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
通
学
手
段
と
し
て
自
転
車

を
使
う
生
徒
が
増
え
る
。
一
方
で
、
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
死
傷
者
数
の
14
・
２
％

は
高
校
生
年
代
（
16
〜
19
歳
）
で
あ
る
。
ま

た
、
高
校
生
年
代
の
交
通
事
故
死
傷
者
数
を

状
態
別
に
み
る
と
、
自
転
車
乗
用
中
が
38
・

２
％
と
最
も
多
く
、
自
動
車
乗
車
中
（
30
・

４
％
）
や
二
輪
車
乗
車
中
（
27
・
８
％
）
を

上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
転
車
通
学

者
の
多
い
高
校
で
は
、
生
徒
へ
の
自
転
車
教
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思いやる心を持ち、ルールを守ってもらうために★

自
転
車
通
学
に

慣
れ
て
く
る
と
ル
ー
ル

違
反
を
し
て
し
ま
う

自※

転
車
安
全
利
用
五
則
を

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

他
の
交
通
参
加
者
を

思
い
や
る
心
が
大
切

危
険
行
動
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
も
ら
う

熊本西高校では生徒全員が自
転車に乗ってパイロンスラロ
ームなどの課題に取り組んだ

横断歩道では自転車を降り、押して歩くよ
うに指導

湧心館高校2年生を対象にした交通安全教育
では雨天のため、体育館で傘差し運転や二人
乗りでのパイロンスラロームを生徒の代表者
が体験

湧心館高校1年生は校庭で
実技を行った

自転車の前カゴに重い荷物を
入れた状態でパイロンスラロ
ームをやってもらい、車体が
不安定になることを体験し、
いかに危険なことか学んでも
らった

座学ではインストラクターが自転
車安全利用五則を説明した後、交
通ルールに関するクイズを出題
し、生徒に答えてもらった

一時停止標識のある交差点では停止線の手前
で止まること、止まる時は必ず左足で着地す
ること、発進する時は右左右や後方を確認す
ることをHondaのインストラクターや熊本
西高校の先生方が生徒一人ひとりに指導

同
校
生
徒
指
導
部
交
通
係
の
興
梠
聖
二
教

諭
は
「
傘
差
し
運
転
や
二
人
乗
り
の
危
険
性

が
生
徒
に
伝
わ
る
内
容
で
し
た
。
生
徒
が
自

分
の
頭
で
考
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
り
、
相

手
を
思
い
や
る
心
に
触
れ
た
点
も
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

高
校
生
が
将
来
、
二
輪
車
や
四
輪
車
の
運

転
者
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
自

転
車
教
育
を
通
じ
て
、
思
い
や
り
の
心
を
持

っ
た
交
通
社
会
人
を
育
て
る
こ
と
は
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。

クルマにはミラーに映らない死角があることを生徒た
ちに説明

パイロンスラロームの2回目は片手運転で、パイロンを避け
るのが難しいことを体験してもらう

推進モデル校の1つ、済々黌高校は4月、
1年生を対象に交通教育センターレイン
ボー熊本で自転車教育を実施。生徒に
いつも走っているスピードで走ってもら
い、生徒の見えないところからボール
を投げる。見通しの悪い場所では、止
まって観ることの重要性に気づいても
らうためのプログラム

※
自
転
車
安
全
利
用
五
則
＝
「
①
自
転
車
は
、
車
道
が

原
則
、
歩
道
は
例
外
」「
②
車
道
は
左
側
を
通
行
」

「
③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行
」

「
④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
」「
⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
」


